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鳥民だよ　り

◆概況　日本海に面する良港で三方　　　　　⑪

が山々で因まれ大小の河川が流れこみ、雑穀類の陸揚

げが盛んに行われているため、海鳥が採餌や休息のた

め数多く見られる。

◆探鳥コース　小樽駅でバス又は列車を下車した後は

港に向けて真直ぐ10分近く進むと小樽港に到着する。

北側からコースをとると、

（む北浜岩壁　カモメ類が手宮川から流入する餌を求め

て群飛している■。カモメ類のうち特にミツユビカモメ、

ユリカモメが多く近づいてくる所である。ウミアイサ

も比較的多い。

（訓、樽運河北側（

手官側）　カモメ

類の観察に適して

いる。ウミネコ、

ミツユビカモメ、

ユリカモメ、オオ

セグロカモメ、シ

ロカモメ等が運河

、二二二ここトー

及び周囲の倉庫の　　○培物館

屋根に終日見られ

る。

③第三埠頭　カモ

メ類に混ってヒメウ、ウミウ、ウミ

アイサが見られる。

④第⊥埠頭　望遠鏡を据えて、港内

及び防波堤を観察すると意外と多く

の海鳥が視野に入ってくるのでおす

すめしたい。ホオジロガモ、タロガそ、コオリガモ、

シノリガそ、ウミアイサ、ケイマフリ、ウミガラス、

ウミスズメ、ウミウ、カモメ類等。

（9中央埠頭　コオリガモ、クロガ壬、ホオジロガモの大

群が間近かに寄ってくるので写真撮影には最も適した

所。穀物を陸揚げの際、海中にこぼれたのを求めて集

まってくる。車内にいると警戒せずに近づくので写し

易い。他にドバト、スズメの群に湿ってハギマシコ、

アトリの姿も見られることがある。

⑥勝納運河　シノリガモ、ウミガラス、ウミアイサ、

ウミウ、ヒメウ等。

渋アカエリヒレア

シシギは6月上旬

蓋　に①の北浜岩壁に

嘉　大群で押し寄せる

ことがある。
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ウトナイ湖とその周辺の鳥類

佐　　藤　　辰　　夫

1．はじめに

私がウトナイ湖という鳥の学校に通うようになってま

だ8年にしかなりません。しかしこの間にウトナイ湖は

あまりにも有名になりました。ウトナイ湖とのつきあい

が深く、その鳥相について私よりはるかに多くの事をご

存知の方が大勢いるにもかかわらず、私がウトナイ湖の

鳥について語ることはまことに草餅であり又荷が重いの

です。編集者からの突然の話しで時間的にも精神的にも

余裕がありませんので、ここでは今迄に観察記録された

鳥のリストをつくり、それに私なりの簡単な説明を加え

るだけに留めたいと思います。
ヽ－／　2．地域の環境

ウトナイ湖は苫小牧の中心部から北東に約12kmはなれ

たところにある勇払原野最大の湖です。かつて浅海とし

て北海道を二分していた石狩勇払低地帯が、約3，000年

前からはじまる海過によって陸化し、海跡湖として形成

されたのがウトナイ湖だといわれています。現在のウト

ナイ湖は北側を国道33号線、南東側を国鉄千歳線と室蘭

本線、西側を埋立地によって仕切られています。湖の形

は三角形に近く、面積は280hq、湖岸線の延長は約四h

水深は深くて1m、大部分は60～80cm位というところで

す。水深が浅いため、フトイやマユモなどの挺水植物が

大きな群落をつくり、ヒシやセキショウそ、クロモなど

の浮葉植物や沈水植物も豊富で、水鳥にとっては格好の

ヨシが優占する生息場所となってい

ヽ＿＿ノ

ます。湖の周辺に湿原、ハソノキ、エ

ゾノコリンゴ、イヌコリヤナギ、／、ス

カップ（クロミノウグイスカグラ）な

どの低木が散在する草原、さらにその

周縁にはハンノキ、ミズナラ、コナラ、

ヤチヤナギなどの林があり、草原性の

鳥や森林性の鳥の生息場所となってい

ます。また湖の周巨削こほいくつかの砂

丘が残っておりハマナスなどの海浜植

物、さらにはイワブタロ（タルマエソ

ウ）などの高山植物も見られるなど、

非常に複雑多様な自然環境となってい

ます。

現在ウトナイ湖とその周囲5日hnが

鳥獣保護区になっており、ここが昨年

の日本野鳥の会全国大会において、全

国初の／ミードサンクチュアリーに指定

された事はすでにご存知の事と思いま

す。

3．鳥相の概要

ウトナイ湖とその周辺の鳥類リストは、1973年から

1978年まで小山政弘、長井博両氏と共に行なった調査

の結果をベースに、1957年から1980年9月までに観察

記録されたものを加えて作成したものです。下記の調査

報告書のほかに私の知っている未発表の観察記録も加え

てあります。1回のみのものも含めて今迄に記録された

烏は実に42科199種（亜種）にものぼります。これは
一地域の記録としてほ非常に多く、本紙35号に載ったト

ウフツ湖の218種に次くいものではないかと思います。こ

の199種（亜種）を生息環境別に大ざっばに分けると、

水辺性の鳥約50％、森林性の鳥約37％、草原性の鳥約13

％となります。ガンカモ、シギ、チドリなどの水辺の鳥

は種類が多いだけでなく個体数においても他の鳥をはる

かに凌駕しています。森林性の鳥がかなり多くでていま

すが、これは周高が低く樹令も若いとはいえ小規模な林

があるからで、個体数はそれほど多くはありません。今

年の8月にクマゲラが出て、サンクチュアリーの仕事の

手伝いにきていた東京の人達を驚かせましたが、この地

方の森林で見られる鳥の大半はこのウトナイ湖周辺でも

観察されています。湖に鳥の姿がまばらになる5月から

7月にかけて、ウトナイ湖を訪れる人々の目と耳を楽し

ませてくれるのは草原の鳥達です。本州からのパードゥ

ウトナイ湖とその周辺略国
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オツチャーの1番のお目当てであるシマアオジをはじめ

オオジュリン、ホオアカ、ノピタキ、ノゴマ、コヨシキ

リ、シマセンニュウ、オオジシギなどが我が世の春を謳

歌し、各々個性的な衣装で味わいのある歌を聞かせてく

れます。これらの鳥は湖の北側と南側の草原に多く見ら

れ、北側ではシマアオジ、南側ではコヨシキリの生息密

度が高いようです。

移動習性から見ると、留鳥と思われるものは10％以下

で、ここで観察されるもののほとんどが、夏鳥、冬鳥、

旅鳥といった渡り鳥である事がわかります。季節的にみ

ると、渡りの交代の時期、さらにシギチトリなどの旅鳥

の飛来の時期がかさなるためか、5月と9月が観察され

る種額の数が多くなります。

4．水辺の鳥について

①　ハクチョウ類

4種（両種）記録されていますが、コブノ、クチョウは

飢鳥が野性化したものです。1977年5月道南の七飯町

大沼から逃げ出したものが7羽飛来してそのまま住みつ

き翌年から毎年繁殖しています。オオハクチョウはコハ

クチョウより多く、3月下旬から4月下旬にかけては

1，0cc羽を越えることもあり、毎年30い羽前後の桐休が

越冬します。コハクチョウは秋と春に短期間立ち寄るだ

けで、ここ数年越冬の記録はありません。今迄個休数は

少ないとされていましたが、ここ数年の観察では100羽

以上カウントされる事があり、それほど少なくない事が

わかります。1979年4月1日に筆者は25倍のプロミナ

←の識別可能な範囲で200羽を越えるコハクチョウを見

ています。

②　カン頒

マカンとヒシクイは毎年秋と春に立ち寄り、春の渡り

の方が個休数が多く、3月下旬から4月初旬にかけては

ヒシクイで1JDCD羽てカソで40D羽を越える事がありま

す。／、クカン（Snow Goose）は1974年4几1976年

3月にはアオハタカン（Blue GooscJ　ハクカシの1タ

イプ）が、各々一回だけ記録されています。このノ、クカ

ソは宮城県の伊豆沼（日本最大のカソ類の越冬地）から

ウトナイ丁．肌　そして石狩平野というコー∴スを飛んだ事が

わかっています。伊豆沼を去ったのが1974年4月12日、

ウトナイ湖で見つかったのは4月13日、石狩平野に現わ

れたのは5月2日です。またアオハクカンほ1975年に

伊豆沼に渡来して越冬し、伊豆沼から抑Jl県の八郎潟を

へてウトナイ湖へ飛来したことがわかっています。これ

らのノ、クガンはマカソやヒシクイの群の中にはいって飛

来したもので、各々その年に1羽しか見つかっていない

事から、同一個体とみなされ標識鳥としての役割をはた

し、カン類の渡りのコースを知るヒントを与えてくれま

した。すでにシジュウカラガンのほいったマカソの郡の

追跡調査から、カンの帰化コースとして、伊豆沼一八郎潟

一石狩平野というコースのあることがわかっています。

（勤　カモ類

18種のうち個体数の多いのはオナガガモ、ヒドリガモ、

マガモ、カルカモなどの非潜水性のいわゆる水面採食型

のカモで、特にオナカ、カモとヒドリガモほ時期により

2，000羽以上にもなります。カモ類が多く見られるのは

10月初句と3月下旬で、全休で10，000羽以上が群とな

ります。潜水性のスズカモ、キンクロハジロ、ホシハジ

ロも秋と春には3種あわせて200羽程度、湖の少し深い

中心部で見られます。またカワアイサも多い時には300

～400羽位、数の少ないミコアイサも20～30羽程度観

察されます。

④　シギ、チドリ穎

36種記録されていますが、これは予想以上に多い数で

す。これだけ多くのシギ、チドリが観察されたということ

は一面では鳥相を豊かにするものでうれしい事ですが、

その原因が水位の低下にあるのではないかと考えると喜

んではかりもいられません。シギの中で観察頻度が一番

高いのはツルシギで、春は一番乗り、秋はしんがりをつ

とめます。個体数も多く、9月から10月にかけて100羽

以上の群が見られます。珍鳥セイタカシギは2回観察さ

れており、1975年のものについてはすでに本紙第21号に

萩千円氏が出、ておられます。1975年5月11口～18口ま

で鵡川河日で観察され、ウトナイ湖で見つかったのは5

月22日ですが、この年北海道ではセイタカシギの記録は

ほかになく、おそらく同一椚休と思われます。

⑤　アオサギ

ウトナイ湖で観察されるアオサギは4kmほどはなれた

ところにある明野のコロニ←のもので、毎年50～60羽

が渡来し繁殖しています。今年は5月未にコロニーで最

高90羽を越えました。これらのほとんどは1日］までには

渡去するのですが、ここ10年来少数ながら越冬する個体

月別出現種数
複数
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がでています。越冬がはじめて確認されたのは1970年

で、この年は2羽、1971年以降は毎年6～日羽、昨年

は9羽の個体が越冬しました。

⑥　ウミワシ類

オジロワシとオオワシは毎年両種あわせて15～2D羽程

度飛来し、湖面がとけはじめる3月には氷上に点々とそ

の姿が見られます。オオワシよりオジロワシの方が多く、

また成鳥より幼鳥や若鳥の方が多く見られます。1975年

は今迄になくワシの多い年で、3月23日には何んと引羽

をカウントするに至りました。

5．あとがき

ウトナイ湖の鳥類というにはあまりにもおそまつなも

のになりました。鳥類のリストにしても不備なノ軸が多い

事と思います。ご指摘いただければ幸いです。

今、勇払原野は巨大な開発の中で次第にその姿を失い

つつあり・ウトナイ湖とその周辺はその面影を残す昨→

の地域になるのではないかと思います。そして多くの渡

り鳥の中継地として、また繁殖地としてその重要性はま

すます高まる事と思います。すでにこの地域は鳥獣保護

区であり、さらにサンクチュアリ卜に指定されて【傾質

的に高い保護がなされ、また自然教育の場として積極的

に利用されていく事と思います。今、湖のほとりではサ

ンクチュアリーのネイチャーセ∴／クーが建設中であり、

自然観察路の一部や観察小屋もつくられ、来年春のオー

プンをめざして着々と準備が進んでいます。このような

形あるものの準備だけでなく、質的に内容を充実させて

いくためにも、今迄この地域でなされた観察記録はどん

なものでも無形の財産として、このサンクチュアリーに

引き継いでいく必要があるのではないかと思います。こ

の点で、このったない一文が役に立つならば望外の喜び

です。
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（⊃ �� ��（⊃ ○ �� ��

〇 〇 〇 �� 

○ ��○ ○ ��劔凵� ��ｲ��ｲ�

ハヤブサ �6�8H7h5B�6�586�8H7h5B�5(6�8x4X5�987ｸ4R�6�8x4X5�987ｸ4R�○ ��○ �� ��○ ��ｲ�〇 〇 〇 〇 ��｢��｢��｢�○ ��ｲ��ｲ� 

キ　　　　ジ �5(4X8�484ﾈ5r� �� �� �� �� �� ��ｲ� 

ツ　　　　ル �4ｨ��6���5�5ﾘ8ｲ� �� �� �� �� ��○ ��ｲ�，79羽田恭子氏観察 

ク　イ　ナ �4�486��7�8�4�486��7�4�486��4�4�6�92� �� ��○ �� ��○ ��ｲ� �� 

チ　ド　リ �5(6X6�8｢�484ｨ8ｸ6X6�8｢�5h8ﾘ6�6�8｢�8�5�486�6�8｢� �� �� �� �� �� �� 

○ ��ｲ�○ ��

一　6　－



科　　　名 偃ﾘ�����顗�ｩkﾂ�1月 �(ﾈ��3貝 的?｢�5月 妬?｢�7月 嶋ﾈ��9日 ���ﾈ��11日 �-ﾃ)?｢�備　　　　　　　　　考 

ムナグロ ダイゼン タゲリ �� �� �� �� �� ��⊂） ��

C） 

シ　　　　ギ �6x4X6ﾈ92�7�6�8ｨ5h4ﾒ�4�8�8ｨ4ｨ4X5�8�5h4ﾒ�4X5�8�5h4ﾒ�6�7ﾘ5h4ﾒ�4�6�5h4ﾒ�4x8ｨ7ﾘ4ﾈ5h4ﾒ�4ﾈ8ｨ4�42��X688ｸ5h4ﾒ�5(4�4�4�5h5h4ﾒ�4ｨ8�7Ifﾓx4�4�5h5h4ﾒ�4�5H5h4ﾒ�5�4ｨ7h5h4ﾒ�4ﾈ4�5h5h4ﾒ�485ﾈ5h4ﾒ�4�4�8ﾘ5h4ﾒ�4�4�5ﾈ8ｨ6�5h5h4ﾒ�5�485h884�5h4ﾒ�6�8X4X5h8H4�5h4ﾒ�8H7ﾘ5h4ﾒ�5�5h4ﾒ�4�4�5x5h4ﾒ�○ ��○ �� �� �� ��○ ��’76 

（⊃ ��ｲ��ｲ�

○ ��ｲ��ｲ�○ ○ �8�"� 

○ �8�｢�○ ○ 

（⊃ ��ｲ��ｲ� ��○ ��ｲ� ��ｸ�｢�

○ ��｢��｢��｢�○ 

セイタカシギ �5ｨ48��5�4ｨ��5h4ﾒ� �� ��○ �� �� �� ��’75佐藤’80小山氏観察 

トナノやグカモメ �5��B� �� ��（⊃ �� �� �� ��’71小山政弘氏観察 

カ　モ　メ �8h8ｨ4ｨ8(8��5ｨ4�8ﾘ4ｨ8(8��4�4�5ｨ4�8ﾘ4ｨ8(8��5h8ﾘ4ｨ8(8��4ｨ8(8��4X7�6ﾈ5"�5�4�8ﾘ4ｨ8(8��7�684x7(4ｨ8(8��4�5x5H5b� ��○ ��ｲ� �� �� �� ��’79宮崎政寛氏観察 

（⊃ �� 

（⊃ ��

ハ　　　ト �4ﾈ5x6�6r�4�4�6�6r� �� �� �� �� �� �� 

○ ��ｲ�○ ��ｲ�

ホトトギス �5x8X4X486��4ｨ6(5(4R� �� �� ����ﾒ� �� �� ��’79佐藤辰夫観察 

－　7　－



科　　　名 偃ﾘ�����顗�ｩkﾂ�1月 �(ﾈ��3月 滴ﾈ��5月 塗ﾈ��7月 嶋ﾈ��9月 ���ﾈ��11月 ��(ﾈ��備　　　　　　　　考 

ツツドリ ホトトギス �� �� �� �� �� �� ��csx抦�)�ﾘﾔ��ｧﾘ.姶ﾙDb�

○ ��

フク　ロ　ウ �5(7�7�5�4��7H4�8ﾘ4R�○ �� �� �� �� �� ��ｲ� 

ヨ　タ　カ �8�������5�������4｢� �� �� �� �� �� �� 

アマツバメ �4���7ﾘ��68��6���8�� �� �� �� �� �� �� 

カ　ワ　セ　ミ �8H7ﾘ5ｨ7��4ｨ8�5ｨ7�� �� �� �� ��⊂） ��ﾈ�｢� �� 

キ　ツ　ツ　キ �4�8ｨ5�42�8H7ﾘ5�8��4�7ﾘ5�8��4�4ｨ5�8��4�4�4�4ｨ5�8��5(5�8�� �� ����ﾒ� �� �� �� ��’80 

（⊃ �� ��ｲ��ｲ� 

○ �� �� �� �� �� ��ｲ�

ヒ　バ　リ �7�����6�����8｢� �� �� �� �� �� �� 

ツ　バ　メ �686�8��488�686�8�� �� �� �� �� �� �� 

○ ����ﾒ�○ �� ��

セキ　レ　イ �4ﾈ5ｨ4ﾈ8ﾈ42�6�4�5ｨ4ﾈ8ﾈ42�5ｨ4�8ﾘ5ｨ4ﾈ8ﾈ42�78985�42�5�7�6�8｢� �� �� ��○ ��○ �� ��ﾈ�｢� 

○ �� �� ��○ ○ ��ｲ�

ヒ　ヨ　ドリ �7���8���6���8｢� ��○ �� �� �� �� �� 

モ　　　　ズ �8(��5��4�4ｨ8(5�� �� �� �� �� �� �� 

○ ��

レンジャク �4ﾈ8ﾈ��985x884�� �� �� �� �� �� �� 

カワガラス �4ｨ��8���4ｸ��8���5�� ����ﾒ� �� �� �� �� ��’67藤巻・松岡（1972） 

ミソサザイ �7���5ﾈ��5H��5X��42�〇一 ��ｲ� �� �� �� �� �� 

ヒ　タ　キ �6ﾘ587ﾒ�5(8ｸ8｢�5x8x4X785�4ﾂ�6ﾘ785�4ﾂ�7ﾘ7�5x8ﾒ�4�8ﾘ684�7��4�4ｨ6�8��988ﾘ6�7B�684�7��8H7h5H8��4X4�485��7ﾘ4ﾈ6ﾘ5ｨ986ｨ8X4R� �� �� �� �� �� ��’76小山政弘氏観察 ’76長井博氏観察 

（⊃ �� ��○ 

（⊃ �� �� ��｢��｢��｢�（⊃ 

－　8　－



科　　＿名 �ﾈ���(�����(�ｩkﾂ�1日 �(ﾈ��3日 滴ﾈ��5月 塗ﾈ��7月 俯ｨ�Im｢�9月 ���ﾈ��11月 ��k��備　　　　　　　　　考 

コヨシキリ オオヨシキリ エゾムシクイ センダイムシクイ キクイタダキ キビタキ ムギマキ オオルリ サメピタキ エゾピタキ コサメピタキ �� �� �� �� �� �� ��

（⊃ 

（⊃ ��ｲ��ｲ�

○ ○ 

エ　ナ　ガ 儘�����6�����4ｲ� �� �� �� �� �� �� 

コガラ ヒガラ ヤマガラ シジウカ‾ �� �� �� �� �� �� ��

○ ��○ ○ ��ｲ� ����ﾒ� ��

エ　　　　　フ �� � �� �� �� �� 

コジュウカラ �� �� �� �� �� �� �� 

キバシリ �4ﾈ��6���5h��8｢� ��ｲ� �� �� �� �� �� 

メ　ジ　ロ �8�������5x����8ﾒ� �� �� �� �� �� �� 

ホオ　ジロ �7ｨ4�5x8ﾒ�7ｨ4�4�4｢�4ｨ5h8�5�4｢�7�8H7ﾘ7ｨ4�5x8ﾒ�4�4�5r�4�8ﾘ5r�4�4�5x8h8ｨ92� ��（⊃ �� �� �� �� ��’77小山政弘氏観察 

〇 〇 〇 ��ｲ�

（⊃ ��ｲ�（⊃ ��ｲ�

ア　ト　リ �4�6x8｢�4ｨ8�8�7�8��7ﾘ7�8��7�6ｨ7�8��6�4ﾘ7ﾘ5h5"�4�4�7ﾘ5h5"����9?�7ﾘ985"�4X5ﾂ�484ｨ8ｲ�5h8�� �� �� �� �� �� ��’69藤巻・松岡（1972） ’78小山政弘観察 

（⊃ ��○ 劔劔（⊃ ��

○ �� ��

○ 

ニュウナイスズメ ス　ズ　メ �� �� �� �� �� �� ��

ムク　ドリ �5(8�4�6�8｢�8�4�6�8｢� �� �� �� �� �� �� 

カ　ラ　ス �4ｨ����5�����5�� �� �� �� �� �� �� 
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55年4月15日、午前8時頃、札幌市円山公園の赤松

林で、イスカの求愛給餌を観察しました。4月1日］に

イスカの20羽以上の群を見てい

ましたので、まだいる可能性も

あると思い（ちなみに昨年は5

月26、27、28日と3日間見られ

イ　スカの

求愛給餌　園

ました）、探していたところ81

羽94羽の小群を見付けまし

た。その中の1羽の？だけが翼

を下げ、盛んにピrピーと鳴き

ていました。この1羽のメスの行動は、自分には不可

解でしたが、前後2回に亘って行なわれた求愛給餌を

見るに及んで、漸く合点がいき

ました。

イスカは、はば一年中繁殖し

厳寒期でも雛を解すそうです

が、この？ほ幼鳥ではなく、完

全な成鳥と思われました。私は

イスカが求愛給餌するとは知り

ませんでしたし、叉、求愛給餌

とは8が？の歓心を買う為に愛

のプレゼントを贈る行為だと思

っていましたので、？から強要

される場合もあるとは二重の驚

きでした。私に新しい驚きの世

ながら、終始逃げ腰の8の後を追い回していました。　界を教えてくれたこの積極的なイスカの？の恋が成就

一方残りの93羽は、黙々と毯果（松笠）の種を食べ　することを、祈ってやみません。　　　北尾　諭

■－■▲■■■■ll■－■■■一一日一一一一一一一一一一■一一．1－－－－－■■一一一一一一日－■】一一・一一一■■q■■l■■－■■■■ll－■■■■■■ll一・一■■】■■l■一】■－■■■■－l■■■●一■■一l

福　　移

55．7．8　8：40′＼ノ12：20

横　田　　円

わたしは、たくさんの鳥を見ていちば

んきれいだったのが「ノゴマ」と「べこ

てシコ」でした。鳥の声で「トッピソカ

ケタカ」となくのが、わたしには「ジョッピソカケタカ

」と聞こえました。

横　田　マ　キ

家の周りにも変った鳥がくるので、名前を知りたいな

あという気持から参加しました。

福移にあんなにたくさんの野鳥がいるとは思ってもい

なかったです。

借りて用意した双眼鏡は飾り物で、最後までピントを

合わせて下さった皆様の望遠鏡を見せてもらいました。

天体望遠鏡のようなあの長いのすごいですね。子供の

身長にあわせて三脚を低くして下さったりで、大変お世

話になりました。

鳥の美しさはもちろん印象が強いですが、参加されて

いた方々の若々しい足どりと、昼食の時間もおしんで鳥

を追う姿に感動しました。

（記録された鳥）　アオサギ　トビ　ウズラ　イソシギ

オオジシギ　ウミネコ　キジバト　カッコウ　ヒバリ

ショウドゥツ／ミメ　モズ　ノゴマ　ノピタキ　ェゾセソ

ニュウ　シマセソニュウ　マキノセソニュウ　コヨシキ

リ　オオヨシキリ　ホオアカ　アオジ　オオジュリン

カワラヒワ　べニマシコ　シメ　　コムク

ドリ　ムクドリ　ノ、シボソガラス　27種

解散後　アカモズ　アカハラ　カイツブ

リ

（参加者）清水幸・、朋子　清野久子　木

下ふじ子　五十嵐優幸　福田三和子・久

美子　横田キネ・淳・晋・円　大官きよ

え　渡辺聖子・春・芽　早瀬広司・富

西尾　優　三輪京子　楠　秀雄　鈴木　勇　新宮康生

羽田恭子　飯山五玖子　柳沢信雄・千代子　北尾　諭

高嶋昭英・則子　渡辺紀久雄　曾根モト　谷口一芳・登

志　長谷川涼子　野々村菊　35名

（担当幹事）北尾　諭　羽田恭子

〒035　札幌市東区中沼34【677

鵡　　川

55．8，31　9：40′・）12：30

福　田久美子

探鳥会に参加しはじめ、みる間にその魅力にひかれ、

少しずつ名を覚え姿を見つけることが出来るようになり

もっと色々な鳥達に出逢いたいと欲が出て、物好きから

鳥好きに変容していく様が我ながらおかしくもあるこの

頃、2度目の鵡川へやってまいりました。前日からの大

雨洪水注意報にもめげず、8名の鳥好きの方々に仲間入

りして、カッパ、長靴の完全防備で小雨、霧雨、時には

大粒の雨にあたりながら、双眼鏡を拭き拭き目をこらし

てみると、いました、いました、小さな水たまりの中に

一　代ト．ー

）

）



ヽ一一′

）

10羽程の小鳥の群、アカエリヒレアシシギです。クルク

ルと楽しそうに回りながらプカブカ浮いています。ユー

モラスでリズミカルなその動き、そっと近づく人間にも

平気な大らかさ、見つめているだけで扉がほころんでき

ます。雨が顔や髪にしたたってくるのもかまわず、いつ

までも立ち去りがたい思いでいっぱいでした。

牧場では馬や牛達が降りしきる雨に背を向け静かに息

をひそめてたたずんでいます。その牛達の足元に突然、

オグロシギの群が降り立ったのです。河口の餌場は水か

さが増しているので、こんな所にやってきたのでしょう

か。20羽程で忙しそうに草むらをつつき歩いています。

目の前の私達などまるで気にもとめていないふうに餌探

しに夢中になっているのです。もう双眼鏡などかけなく

てもはっきり見え、まるで手でふれることが出来そう■な

程そばへ近づいてくるのでした。

晴れた日、雨の日、様々な自然環境の中で、小さな鳥

達が懸命に生きている姿を確かに見つめることができた

1日でした。

（記録された鳥）　アオサギ　マガモ　カルガモ　シマ

アジ　トビ　オオタカ　チュウヒ　コチドリ　ムナグロ

ダイゼソ　トウネソ　アオアシシギ　クカブシギ　イソ

シギ　ソリハシシギ　オグロシギ　アカエリヒレアシシ

ギ　ュリカモメ　セグロカモメ　オオセグロカモメ

ミネコ　アジサシ　キジバト　ハリオアマツバメ

リ　ショウドゥツバメ　ハクセキレイ　ノピタキ

メ　ムクドリ　ハ辛ボソガラス　31種

（参加者）　谷口一芳・尊意　萩　千賀　渡辺紀久雄

北尾　諭　福田久美子　柳沢千代子　羽田恭子　8名

（担当幹事）　柳沢千代子　羽田恭子

〒031－01札幌市豊平区月寒東3条19丁目1の4

鵡川海岸行
55．9．21　9：45～14：00

土　田　光　子

もっぱら、十勝平野の野鳥を追っている私にとっては

札幌方面への遠征で、鵡川海岸での探鳥会に参加の好校

に恵まれた事は、今年の大きな収穫でした。

かねて会いたいと思っていたチュウヒが悠然と羽根を

そらせて視界に入ってくれたこと。誰かの、どじょうす

くいの踊りを想像するようなアオアシシギの食事、ウズ

ラの模様を盗作したようなアメリカウズラシギ、シマリ

スの親類だったようなキリアイ、アイシャドーをして気

取っているメダイチドリ、ツソとして鼻っぱしの強そう

なそりぎみの大きな長い口はしのオオソリハシシギ等々

ほとんどが初対面でした。昨年挨拶したはずのトウネソ

は、衣替えを終えたハマシギと区別がつけられず記憶力

の衰えを嘆きました。種の特徴をとらえて、間違なくラ

ブコールのサインを送ることのむづかしさを更に認識し

ました。あのときの、羽田幹事さんの頭はコンピュータ
ーのように見えました。

帰途、海岸線にそって彫刻のような競走馬の放牧を眺

め、心地よい辛のゆれに身を沈め、カーステレオに心を

ゆだねて居ました。と、道路ぎわ迄よせている青海原か

ら突然白い大きなものが視界に飛びこんできました。平

沼氏と私は、同時にこあっ何だっミと叫んで急停車しま

した。まばゆいばかりのオオハクチョウ一羽でした。手

の届きそうな距離でした。目と目が合いました。私達は

興奮してしまいました。どうしてこんなに早く？、仲間

は？、それとも事故で夏中？、平沼氏のシャッターはう

なりました。交通指導車が駐車禁止を告げながら走り去

りました。様似町で16時半でした。

襟裳岬の美しい夕景色で興奮を沈め、21時無事帰宅し

ました。厚い友情に深く深く感謝し、きょう出合った34＼

種の鳥達と夢の中でもう一度会えることを願って床へ入

りました。

（記録された鳥）　アオサギ　カルガモ　ヨガモ　オナ

カガモ　トビ　チュウヒ　コチドリ　メダイチドリ＼、ダ

イゼ／トウネソ　アメリカウズラシギ　ハマシギ　キ

リアイ　ツルシギ　アオアシシギ　クカブシギ　キアシ

シギ　イソシギ　ソリハシシギ　オグロシギ　オオソリ

ハシシギ　クシギ　ュリカモメ　ウミネコ　アジサシ

キジバト　ヒバリ　ショウドゥツバメ　ハクセキレイ

ノピタキ　カワラヒワ　スズメ　ムクドリ　ハシボソガ

ラス　34種

（参加者）　新宮療生　清水幸・朋子・克幸・亜樹子

島田明美　萩　千賀　北星　諭　土田光子　平沼　裕ノ

鷹田善幸　早瀬広司・富　中山慶子　松野恭子　柳沢信

雄・千代子　羽田恭子　谷口登志　曾根モト　長谷川涼

子　吉田省三　岩泉ゆう子　23名

（担当幹事）　早瀬広司　羽田恭子

〒080　帯広市西日条北5丁目
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コキアシシ半の名称について　　岳

∴一二一、‥　∴∴∴一一∴∴一一」
らないのにすぐ気づくことと思います0そのはずで・E

従来日本では末記録のシギだからです。根室の春国岱…

で1979年8月に記録・撮影されたのが最初で、今年に入l

ってから石狩のほか、茨城県鹿島でも観察されていま≡

巨。英名ではLesserYellowlegsといい、元来北米！

大陸北部で分布繁殖している種です。日本で禾記録（つ：

まり外国産）の鳥の和名が混乱することはよくあ。、！

本種もチュウキアシシギと称している場合もあります

（環境庁、1974）。けれども最近はコキアシシギと称す

信一∴∴＼∵－∴∴∴‥∴．一一・f！幸

転学会による選定が待たれるところです0（小川巌）1
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56年1月までの予定をお

知らせします。どうぞご参

加下さい。寒くなりますの

で、防寒の用意をお忘れな

く。

＜ウトナイ湖＞

・と　き　昭和55年11月16

日（日）午前10時

・集　合　ウトナイ遊園地（中央バス、ウトナイ下車）

カン、カモ、ハクチョウなど水鳥の観察

＜小樽港＞

・と　き　昭和55年12月14日（日）午前10時

・集　合　国鉄小樽駅待合室

今年は船のチャーターが出来ないかもしれま

せん。その場合は、埠頭から港内の水鳥を観

察します。船がチャーター出来たときは、船

賃がいります。（金額は人数によるので不明）

＜藤の沢＞

・と　き　昭和56年1月25日（目）午前10時

・集　合　札幌市南区藤の沢2区白鳥国電591－8317

小鳥の村、小沢氏宅の給餌施設に集まる鳥を

室内からみます。
・交　通　定鉄ノミス定山渓線「藤の沢」下草。白鳥園

まで徒歩20分。札幌駅から藤の沢までは、約

40分、計1時間。

持ち物　昼食、観察用具。

参加費　200円。雪が降っても行います。

＜野幌森林公園を歩きましょう＞

上記の探鳥会のほか、次のように探鳥散歩を行いま

す。
・と　き　昭和55年11月24日、12月7日

・集　合　午前8時30分　大麻駅待合室

いずれの探鳥会も、昼食、筆記用具、観察用具をご

持参下さい。ひどい暴風雨、暴風雪でないかぎり行い

ます。

探鳥会についてのお問い合せは、柳沢851「6364か

羽田611－0063へ。

コキアシ　シギの観察

一一　日本で2回目の記録一

羽　　田　　恭　　子

ら　コキアシシギ　冬羽1羽。観察場所　石狩八幡町排

l　泥池。

〉　日　時　昭和55年9月13日。観察者　北尾　諭・羽田

l　　　恭子0

了コキアシシギほ′5峰8月11日・根室春国岱で夏羽ご1羽の観察記録があるが、日本では2回目の記録と思

I

：われるので報告する。

と・観察中印象的であったのは、単独行動であり、警戒

i心がなく、こちらが動かずにいると3mくらいまで近

∈寄ってくること。他のシギ類と同様な採餌行動もする

Iが、噂を横に規則的にふる（振り子か串のワイパーの

iように）を繰返し・ツルシギヤアオアシシギの忙しげ

き　な採餌行動とは、一味違っていた。飛翔時は贋が四角
l
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《編》　《集》　《後》　《記》

今回もまた発行を遅らせてしまいました。何とか本来

の発行時期に戻したいと思いつつ実現できず、申し訳な

く思っています。私達の編集方針としてメイン原稿の野

鳥記録は可能な限り長く続け、会員諸氏の貴重な観察記

く白く（切り餅のように）アオアシシギ、アカアシシ（

ギ・ツルシギのパタrンとは、明らかに異っていた。j

脚は鮮黄色で長く、全体にスマートな感じを受けた。j

四回の観察中、声は一度も聞かれなかった。　1

・9即3日、14、17、20日と観察したが、23日には見き

当らなかった。　　　　　　　　　　　　　　　（

・日本の図鑑にはまだ掲載されていない種であるためj

同定を日本鳥類保護連盟の柳沢紀夫氏にお願いしましう

た。　　　　　　　　　　　　　　　　I

●9月23日には・コキアシシギの代りに？ハリモモi

チュウシヤクシギ1羽を観察した。観察者、萩　千賀・ご

北尾諭・渡辺紀久雄・福田久美子・羽田恭子　J

㊦054札幌市中央区円山西町3－3－26　1
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録を広く紹介し野鳥保護に役立てたいと考えています。

ところが、この種の原稿はお願いしてもおいそれと出て

くるものではなく、集稿に時間がかかり編集者がもっと

も苦労しているところです。皆様の積極的な投稿を期待

していますのでよろしくお願いします。　（小堀記）

［北海道野鳥愛護会コ　年会費1，500円（会計年度4月より）郵便振替　小樽18287

〒030札幌市中央区北1条西7丁目　広井ビル5階　北海道自然保護協会気付智（011）251－5465
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